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地震動研究の成果の活用

独立行政法人港湾空港技術研究所 野津 厚

平成24年9月7日
土木学会全国大会研究討論会

会場：名古屋大学

★東日本大震災→少しでも地震に強い社会を造る（それもで

きれば小さいコストで）ことが土木工学者の大きな目標の一つ
であることは，地震前後を通じ，いささかも変わりがない．

★主に最近の強震観測網の進歩のおかげで，地震動に対す
る我々人間の理解の進展には著しいものがある．そこで得ら
れた知見を土木分野で少し長期的視点に立って活用していけ
ば，上記の目標に大きく寄与できるという明るい見通しを持て
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ば， 記の目標に大きく寄与できると う明る 見通しを持て
るようになってきた．

★ここでは，上記の目標に向けて，地震動研究の成果をどの
ように活用できるかについて議論する．

地震動研究の成果について語るべきことは多いが，ここでは本日の議論に関
連することに限定して述べる．特に，サイト特性が地震動に与える影響が大き
いことについて説明したい．

※一般に地震はS波速度が3000m/sあるいは※ 般に地震はS波速度が3000m/sあるいは
それ以上あるような堅い岩盤内で発生．

※地震基盤上面から地表にかけてはS波速
度コントラストが時には30倍もあるので，そこ
で地震波は大きく増幅する．

※深部地盤が地震動に与える影響も大きい．
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短周期地震動 長周期地震動

地下構造と揺れの性質とのおよその関係

サイト特性の重要性を示す例(1)～2000年鳥取県西部地震
弓ヶ浜半島と島根半島で最大速度は4倍異なっている．

弓ヶ浜半島

島根半島

境港-G
SMN001

弓ヶ浜半島
島根半島

SMNH10

気象庁

（写真は第八管区海上保安本部提供）

島根半島
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サイト特性の重要性を示す例(2)～八戸港と関西国際空港で得ら
れた大地震の記録のフーリエスペクトル

※このように特定の場所で特定の周
期の地震波が卓越しやすいのは堆
積層の厚さが関係している．

※止むに止まれぬ事情がない限り，
関西国際空港では固有周期5秒の
構造物を建設することは避けるべき．

★以上のように，
※地点間の相対的な揺れやすさ
※地点毎に卓越しやすい地震動の周期

等については，かなりの確実度を持って指摘できるようになっ
てきた．

★一方 相変わらず分からないのは振幅レベルの方であり★ 方，相変わらず分からないのは振幅レベルの方であり，
特に，上限を示すことは不可能（ただし，ごく一般的な震源パ
ラメタの下で地震動の振幅レベルがどのようになるかという検
討は現時点でも可能）．
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★上述のような地震動研究の現状を踏まえて，その成果を始
めに述べた目標
「少しでも地震に強い社会をできれば小さいコストで」
に向けてどのように活用できるかについて，本日議論したい
いくつかのポイントを述べる．
★なお，ここでは，将来構想が当WGの趣旨でもあるため，タ★なお，ここでは，将来構想が当WGの趣旨でもあるため，タ
イムフレームについてはとりあえず措いて考えている．
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【本日議論したいポイント①】
★耐震性の不足している構造物を補強するための予算が十
分確保できないことは，土木・建築を問わず大きな課題
★常時微動計測，短期間の地震観測等の手法を駆使して，
サイト特性の影響で揺れやすい場所に立地している構造物と
そうでない構造物にグルーピングし 前者を優先的に補強すそうでない構造物にグル ピングし，前者を優先的に補強す
べき．
★常時微動観測や地震観測は，現在では驚くほど経済的に
実施できるようになってきている．
★なお，ここで言っている「揺れやすい」「揺れにくい」はあくま
でサイト特性に関することである．地震動の生起確率のことで
はない．
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【本日議論したいポイント③】
★(もう少し長期的視野に立って，地震に対してより強い国土
を造っていくとき) ，可能な選択の範囲内で「揺れにくい場所」
に施設を計画することを考えるべき．同様に，病院のような弱
者を抱えた施設を，長期的にはできるだけ揺れにくい場所へ
誘導していくことは，防災上非常に効果が大きいと考えられる．誘導していくことは，防災上非常に効果が大きいと考えられる．
★これも，反対は少ないと考えられるが，その実現は，必ずし
も容易ではない．その主な理由としては（言うまでもなく），計
画を実施する主体に，そうした問題意識を持っていただくこと
が，少なくとも現時点ではできていないこと．

★目に見える津波と目に見えない地震動の説得力の違い．し
かし，地震時に揺れにくい場所に病院を移転するという話は
実は十分に割に合う話である．

★筆者を含めた地震動研究者のアウトリ チ活動が重要 ま
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★筆者を含めた地震動研究者のアウトリーチ活動が重要．ま
た，土木計画学における教育にも期待．

－ 付録 －
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微動観測結果の利用

高知港とその周辺の強震観測地点における微動H/Vスペクトルとサイト増
幅特性の関係（ここに示す微動H/Vは3区間の平均値）

微動H/V 地震観測に基づくサイト増幅特性


